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注）病床利用率中（　　）内数値は各年６月末病床数である。
赤穂健康福祉事務所調

１２　保 健 ・ 衛 生 及 び 環 境

１　医療施設数（各年１０月１日現在）

　　本表の医療施設数は、「医療施設調査」（指定統計第６５号）と「医療法」・「あん摩・マッサージ指圧師、
　はり師、きゅう師等に関する法律」・「柔道整復師法」・「歯科技工士法」・「薬事法」に基づく届出によって
　表章した。
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赤穂健康福祉事務所調

２　医療関係従事者数（各年末現在）

　　本表の医師、歯科医師、薬剤師数は「医師・歯科医師及び薬剤師調査」の結果であるが､助産師・看護

- １７ - ４４０ ２１

　師・准看護師・保健師・歯科技工士・歯科衛生士数は、関係法令に基づく業務従事者届出数を集計した
　ものである。

（単位：人）

年　　次 医師
歯科
医師

薬剤師 助産師 看護師 准看護師 保健師
歯　科
技工士

歯　科
衛生士

平成 １６ ３７ ２１３ ７   ８１９９
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注）・平成１３年・平成１５年・平成１７年に届出調査は実施されていない。

５
９
６

１９７
２３６
２４７

・平成１６年欄、歯科技工士と歯科衛生士については、赤穂健康保健所管内の届出人数である。

　２　「病床利用率」とは、１日平均在院患者数を６月末病床数で除したものである。
　３　「外来患者延数」とは、１日から末日まで毎日新来、再来の別を問わず来院、往診及び巡回診療をした
　　　患者の延数をいい、同一患者が２つ以上の診療科で診療を受け、それぞれの診療録（カルテ）が作成

３　病院の患者数

　　　本表は、医療法施行規則に基づく「病院報告」（毎月末現在）の結果である。
　1　「在院患者延数」とは、毎日午後１２時現在に在院している患者数を１年分合計したものである。

赤穂健康福祉事務所調
・平成１８年欄、医師・歯科医師・薬剤師は未集計である。

　　　された場合は、それぞれ１として計上している。
　４　「新入院患者数」・「退院患者数」とは、毎月末現在の患者数を１年分合計したものである。

年　　次
在 院 患 者
延 数 病　床　利　用　率

新入院患者数 退院患者数 外来患者数

（単位：人、％）
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４　市民病院利用状況（各年度末現在）

（単位：人）

年　　　　度
市　　　民　　　病　　　院　　　延　　　患　　　者　　　数

総　　　　　数 外　　　　　来 入　　　　　院

平　成 １４ ４７，１８３ ３６，２８４ １０，８９９

１５ ４４，１５５ ３４，４３１ 　９，７２４

１６ ４２，２４３ ３４，１２２ 　８，１２１

１７ ３６，５８０ ２９，０３１ 　７，５４９

１８ ３２，１９７ ２５，５２０ ６，６７７
市、市民病院調

５　感染症の発生状況（年間）

（単位：人）

年　　　次 １類感染症 ２類感染症 ３類感染症 ４類感染症 ５類感染症

平成 １６ - - ４ - ３

１７ - - ３ １ ２

１８ - - ４ ２ ２

注）赤穂健康福祉事務所管内に届出のあった数値である。
　　　１類・・・・・・ペスト、エボラ出血熱等 ２類・・・・・・コレラ、細菌性赤痢等
　　　３類・・・・・・Ｏ１５７感染症 ４類・・・・・・Ｅ型肝炎等
　　　５類・・・・・・急性ウィルス性肝炎等

赤穂健康福祉事務所調

６　人口動態調査

　「人口動態調査」は、わが国の人口を動態統計的に把握する調査で、統計法第２条に基づく指定統計
第５号として昭和２２年から行われている。
　数字は日本における日本人に関するもので、事件本人の住所地により表章している。

　（１）　人口動態総括表（年間）
（単位：人）

区　　　　分 平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年

出 生 ２７２児 数 ２４２ ２０１ ２３４ ２４５
う ち低体 ３４重児 １９ ２０ ２４ ２１

死 亡 ３５６者 数 ３４８ ３６４ ３５０ ３６７
う ち乳児 -死亡 - ２ - １
うち 亡 -新生児死 - １ １ １

死 産 数 ７ １２ ３ ８ １１
自 然 ２死 産 ５ １ ６ ５
人 工 ５死 産 ７ ２ ２ ６

周 産 亡 -期 死 - １ ４ １
後 期 -死 亡 - - ４ １
早期新生児死亡 - - １ - -

 注） ･  「低体重児」とは、出生児の体重が２,５００ｇ以下のもの。
　　　・　「乳児死亡」とは、生後１歳未満の死亡のこと。
　　　・　「新生児死亡」とは、生後４週未満の死亡のこと。
　　　・　「周産期死亡」とは、「後期死産」（妊娠８ヶ月以後の死産）と「早期新生児死亡」（生後１週未満の
　　　　　死亡）を合わせたものである。

資料：兵庫県人口動態統計（確定数）の概況
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（２）　母親の年齢（５歳階級）別出生児数（年間）

（単位：人）

性　別 年　　次 総　　数 １９歳以下 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45歳以上

男

平　　成 １３ １２５ ３ ２０ ６３ ２８ ９ ２ -

１４ １３７ ３ ２１ ６１ ４１ １０ １ -

１５ １２７ ３ ２４ ４９ ３９ ９ ３ -

１６ ８７ ４ １４ ３１ ３１ ７ - -

１７ １３３ ３ ２０ ５１ ３８ ２０ １ -

女

平　　成 １３ １１９ ４ １６ ５２ ３３ １１ ３ -

１４ １３５ １ ２５ ５６ ３６ １４ ３ -

１５ １１５ １ １１ ５１ ４０ １２ - -

１６ １１４ １ ２１ ４９ ３０ １２ １ -

１７ １０１ １ ２０ ３５ ３４ １０ １ -

資料：平成１７年兵庫県保健統計年報（数値の根拠は、人口動態統計数値による。） 市、健康福祉課調

（３）　年齢（５歳階級）別死亡者数（年間）

（単位：人）

年齢
区分

平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

総　数 １９２ １５４ ２０２ １５４ １８３ １６５ １９２ １７２ １９３ １５７

５歳未満 １ - １ - - - ２ １ - １

5～9 - - - - - - - - - -

10～14 - - - - １ - - - - -

15～19 - １ - - - １ - - - １

20～24 - - - - １ - - - ２ １

25～29 １ - - - - - - １ １ -

30～34 １ １ - - - - - ２ １ ２

35～39 - １ １ １ ２ １ - - ２ -

40～44 ５ １ - ２ １ - ２ １ ２ ３

45～49 ８ ４ ５ １ ４ - １ ２ ３ -

50～54 １５ ３ ７ １ ７ ５ ７ ２ ６ ４

55～59 １１ ２ １３ ６ １０ ４ ８ ７ ９ １

60～64 １１ ８ １５ ４ １０ ４ ２２ ５ ２６ ８

65～69 １８ ８ ２０ １０ ２１ ４ ２１ ６ １５ ５

70～74 ２３ １２ ３４ １７ ２９ １４ ２６ ９ ２９ １１

75～79 ２４ ２１ ２８ １６ ２６ １５ ２９ ２６ ３５ １８

80～84 ２９ ３０ ２８ ２７ ２１ ３４ ３２ ２７ ２２ ３０
85歳以上 ４５ ６２ ５０ ６９ ５０ ８３ ４２ ８３ ４０ ７２

資料：平成１７年兵庫県保健統計年報（数値の根拠は、人口動態統計数値による。） 市、健康福祉課調
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（４）　死因別死亡者数（年間）

（単位：人）
年　　次 総　　数 脳血管疾患 悪性新生物 心　疾　患 不慮の事故 結　　　核 そ　の　他
平　成 14 ３５６ ４０ １０７ ５９ １９ １ １３０

15 ３４８ ３２ １０７ ７２ ８ - １２９
16 ３６４ ３６ １０３ ７０ １２ １ １４２
17 ３５０ ４３ １０５ ５５ １９ - １２８
18 ３６７ ３４ １１３ ８９ １２ - １１９

注）人口動態調査に基づき厚生労働省において作成された死亡死因一覧表の年間集計による。
市、健康福祉課調

７　ごみの状況（各年度末現在）

（単位：人、世帯、ｔ）

年　度
計画処理区域 処　　　　　　　理　　　　　　　量 処　理　内　訳

人　口 世帯数 総数
市　収　集　分 搬　　入　　分

焼　却 埋　立 その他
可　燃 不燃 粗大 資　源 可　燃 不燃 粗大 資　源

平成 14 34,046 12,717 12,483 5,564 136 315 2,135 3,144 477 502 210 9,194 1,538 1,751
15 33,639 12,715 12,319 5,541 138 316 2,033 3,068 486 545 192 9,334 1,478 1,507
16 33,302 12,799 12,771 5,487 124 338 2,004 3,349 391 973 105 10,550 1,575 646
17 33,211 13,036 12,005 5,417 78 289 1,995 3,227 351 553 95 9,222 1,007 1,776
18 32,907 13,096 11,972 5,499 - 396 1,998 3,243 189 534 113 9,275 1,048 1,649

注）人口・世帯数は、各年３月３１日現在 市、環境課調

８　し尿の状況（各年度末現在）

（単位：人、世帯、ｋｌ）

年　度
計　画　処　理　区　域 処　　　　理　　　　量

市収集分 浄　化　槽 自家処理
市収集分

浄化槽
汚泥他

計
人　口 世帯数 人　口 世帯数 人　口 世帯数

平成 14 2,368 1,154 1,719 642 95 28 2,005 1,950 3,955
15 1,874 928 1,302 651 60 28 1,711 1,325 3,036
16 1,602 801 803 629 40 20 1,538 1,327 2,864
17 1,278 705 800 625 40 20 1,110 1,401 2,511
18 1,121 513 960 646 8 3 980 1,308 2,288

注）人口・世帯数は、各年３月３１日現在 市、環境課調

９　火葬取扱状況（各年度末現在）

（単位：人）

年　　度 総　　　　　数 大　　　　　人 小　　　　　人 乳児・死産時

平成 １４ ３８５ ３７４ ５ ６
１５ ３８４ ３７６ １ ７
１６ ３７２ ３６６ １ ５
１７ ３９６ ３８７ - ９
１８ ４０１ ３９０ ５ ６

注）乳児とは満１才未満の者をいう。 市、環境課調
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１０　市営墓園（地）使用状況（各年度末現在）

（単位：件、㎡）

年　度
相　　生　　墓　　園 古　　池　　墓　　地 東　　部　　墓　　地

件　　数 使用許可面積 件　　数 使用許可面積 件　　数 使用許可面積

平成 １４ １，０３８ ５，５６０ ５３７ １，７３４ ８１２ ４，５０８

１５ １，０３８ ５，５６０ ５３７ １，７３４ ８１２ ４，５０８

１６ １，０３８ ５，５６０ ５３７ １，７３４ ８１２ ４，５０８

１７ １，０３８ ５，５６０ ５３７ １，７３４ ８１２ ４，５０８

１８ １，０３８ ５，５６０ ５３７ １，７３４ ８１２ ４，５０８

市、環境課調

１１　公害苦情件数（各年度末現在）

年　度 総　数
大　気
汚　染

水　質
汚　濁

土　壌
汚　染

騒　音 振　動
地　盤
沈　下

悪　臭
そ　　の　　他

廃　棄　物 そ　の　他

平成 １４ ３６ １ ４ - ７ - - - - ３４
１５ ４４ ２ ５ １ ４ - - １ １ ３０
１６ ４１ ３ ２ １ ６ １ - １ ３ ２４
１７ ３６ １ ５ - ４ - - ２ - ２４
１８ ４７ ６ １３ １ ２ - - ３ １４ ８

市、環境課調

１２　大気汚染の状況

　（１）　二酸化硫黄濃度の測定結果

測
定
局

年平均値
１ 時 間 値 が ０ ． １
ｐ ｐ ｍ を 超 え た
時間数及び適合率

日平均値が０．０４
ｐ ｐ ｍ を 超 え た
日 数 及 び 適 合 率
（長期的評価による）

年　　度
１時間値
の最高値

日平均値の
２％除外値

ｐｐｍ ｐｐｍ ｐｐｍ 時間数 ％ 日 数 ％

市
役
所

平成 １４ ０．００２ ０．０２８ ０．００５ ０ １００．０ ０ １００．０

１５ ０．００１ ０．０１５ ０．００４ ０ １００．０ ０ １００．０

１６ ０．００２ ０．０１５ ０．００４ ０ １００．０ ０ １００．０

１７ ０．００２ ０．０２９ ０．００４ ０ １００．０ ０ １００．０

１８ ０．００２ ０．０２６ ０．００５ ０ １００．０ ０ １００．０

注)・環境基準・・・１時間値の１日平均値が０．０４ｐｐｍ以下であり、かつ１時間値が０．１ｐｐｍ以下であること。

　　・ｐｐｍ・・・単位容積中に含まれている物質の量を表す単位で１００万分の１の表示である。

　　・日平均値の２％除外値・・・年間にわたる１日平均値につき、測定値の高い方から２％の範囲内にあるも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のを除外した次の値。

市、環境課調
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　（２）　二酸化窒素の測定結果

測
定
局

年　度
年平均値

１時間値
の最高値

日平均値の
年間９８％値

日 平 均 値 ０ ． ０ ６
ｐ ｐ ｍ を 超 え た

日 平 均 値 が ０ ． ０ ４
ｐ ｐ ｍ以上 ０ ． ０ ６ ｐ ｐ ｍ
以下の日数とその割合日 数 と そ の 割 合

ｐｐｍ ｐｐｍ ｐｐｍ 日　数 ％ 日　数 ％

市
役
所

平成 １４ ０．０１８ ０．０６７ ０．０３２ ０ ０．０ 1 ０．３
１５ ０．０１９ ０．０７０ ０．０３３ ０ ０．０ ０ ０．０
１６ ０．０１８ ０．０７３ ０．０３４ ０ ０．０ ０ ０．０
１７ ０．０１９ ０．０７３ ０．０３３ ０ ０．０ ０ ０．０
１８ ０．０１９ ０．０８３ ０．０３４ ０ ０．０ ０ ０．０

注) ・二酸化窒素環境基準・・・１時間値の１日平均値が０．０６ｐｐｍ以下であること。
　　 ・日平均値年間９８％値・・・年間にわたる１日平均値のうち、低い方から９８％に相当する測定値。

市､環境課調

　（３）　浮遊粒子状物質濃度の測定結果

測
定
局

年　度
年平均値

１時間値
の最高値

日平均値の
２％除外値

１時間値が０．２０
㎎ / ㎥ を 超 え た

日平均値が０ ． １ ０
㎎ / ㎥ を 超 え た

時 間 数 と 適 合 率日 数 と 適 合 率
㎎/㎥ ㎎/㎥ ㎎/㎥ 時間数 ％ 日　数 ％

市
役
所

平成 １４ ０．０２７ ０．１８６ ０．０６８ 　０ １００．０ ２   ９９．４
１５ ０．０２６ ０．１５４ ０．０５８ 　０ １００．０ ０ １００．０
１６ ０．０２６ ０．１５４ ０．０５５ 　０ １００．０ ０ １００．０
１７ ０．０２７ ０．１５３ ０．０５７ 　０ １００．０ ０ １００．０
１８ ０．０２７ ０．４９４ ０．０７０ １７ ９９．８ １ ９９．７

注）　環境基準・・・１時間値の平均値が０．１㎎/㎥以下であり、かつ１時間値が０．２㎎/㎥以下であること。

市、環境課調

　（４）　光化学スモッグ発令状況及び光化学オキシダントの測定結果（測定局＝市役所）

年　度

光化学スモッグ発令状況 光　化　学　オ　キ　シ　ダ　ン　ト

予　報 注意報 被害届
出者数

昼間の１時間
値の年平均値

昼間の１時間
値 の 最高値

昼 間 の １ 時 間 値 が昼間の１時間値が

０．０６ｐｐｍを超えた ０．１２ｐｐｍ以上の

時 間 数 及 び 日 数時間数及び日数

回 回 ｐｐｍ ｐｐｍ 時間 日 時間 日
平成 １４ １ 1 ０ ０．０２６ ０．１３１ １６６   ５０ ２ 1

１５ ０ ０ ０ ０．０２８ ０．０９７ ３３０   ６８ ０ ０
１６ ０ ０ ０ ０．０３１ ０．１２１ ４９０ １０５ 1 1
１７ ０ ０ ０ ０．０２７ ０．１００ ２８９ 　７０ ０ ０
１８ ０ ０ ０ ０．０２２ ０．１１３ １５７ ４４ ０ ０

注）１　測定局におけるオキシダント濃度が
　　　・気象条件等から注意報の発令基準に達するおそれがあると判断されるとき……「予報」
　　　・１時間平均値が0.12ｐｐｍ以上となり気象条件からみてその濃度が継続すると認められるとき…「注意報」
　　２　光化学オキシダントの環境基準…１時間値0.06ｐｐｍ以下であること。
　　３　昼間とは、５時から２０時までの時間帯をいう。

市、環境課調



〈保健・衛生及び環境〉－８１－

１３　自動車排出ガスの状況

　本表（１）（２）は、国道２号の池之内地区内に設置している測定機の内、一酸化炭素測定機、窒素酸化物
測定機による測定結果である。

　（１）　一酸化炭素の測定結果

年　　度
年平均値
ｐｐｍ

１時間値
の最高値

日平均値の
２％除外値

８時間値が２０ ｐ ｐｍを
超えた回数とその割合

日平均値が１０ｐｐｍを
超えた日数とその割合

ｐｐｍ ｐｐｍ 回　数 ％ 日　数 ％
平成 １４ ０．５ ２．０ ０．７ ０ ０．０ ０ ０．０

１５ ０．５ １．７ ０．８ ０ ０．０ ０ ０．０
１６ ０．４ １．５ ０．８ ０ ０．０ ０ ０．０
１７ ０．４ １．８ ０．７ ０ ０．０ ０ ０．０
１８ ０．４ １．５ ０．７ ０ ０．０ ０ ０．０

注）　環境基準・・・１時間値の１日平均値が１０ｐｐｍ以下であり、かつ１時間値の８時間平均値が２０ｐｐｍ以下
　　　　　　　　　　　であること。

市、環境課調

　（２）　二酸化窒素の測定結果

年　　度
年平均値
ｐｐｍ

１時間値
の最高値

日平均値の
年間９８％値

日平均値が０．０６ｐｐｍを
超えた日数とその割合

日平均値が０．０４ｐｐｍ
以上０．０６ｐｐｍ以下の
日 数 と そ の 割 合

ｐｐｍ ｐｐｍ 日　数 ％ 日　数 ％

平成 １４ ０．０２８ ０．０８０ ０．０４３ ０ ０．０ ３３ ９．２

１５ ０．０２６ ０．０７６ ０．０４２ ０ ０．０ １７ ４．８

１６ ０．０２５ ０．０８１ ０．０４１ ０ ０．０   ９ ２．７

１７ ０．０２５ ０．０７７ ０．０３９ ０ ０．０ 　８ ２．４

１８ ０．０２５ ０．０７７ ０．０３９ ０ ０．０ 　５ １．４

注）二酸化窒素環境基準・・・１時間値の１日平均値が０．０６ｐｐｍ以下であること。
市、環境課調



－８２－〈保健・衛生及び環境〉

１４　生活環境にかかる水質汚濁測定結果

（１）　河　川
（年平均値）

水域名 矢野川 荢谷川 普光沢川 佐方川 大谷川 亀の尾川

地点名
一の瀬橋 若狭野橋

普光沢川旭 大 橋
垣内橋 鉄橋下 大谷橋 野瀬橋

項　　目 年度 合 流 前上流100ｍ

生
　
活
　
環
　
境
　
項
　
目

Ｐ　　Ｈ
Ｈ1５Ｈ1６ 7.7 7.9 7.4 7.8 7.7 7.8 7.8 7.9 7.6 7.8 8.0 8.0 8.5 8.7 7.5 7.6

Ｈ1７Ｈ1８ 8.2 7.5 7.7 7.6 8.6 8.2 8.3 8.2 8.5 8.4 8.4 8.1 9.2 9.1 8.7 9.0

Ｄ   Ｏ Ｈ1５Ｈ1６ 9.7 9.6 10 9.6 9.8 9.7 9.3 9.2 9.2 9.0 10 9.3 9.6 9.3 9.6 9.4

（㎎／ｌ） Ｈ1７Ｈ1８ 10.8 10.8 13.3 11.3 11.9 11.2 10.6 10.0 12.2 11.5 11.6 10.6 12.9 11.3 11.2 11.4

ＢＯＤ Ｈ1５Ｈ1６ 0.7 0.6 1.0 0.9 1.0 0.9 1.1 1.0 1.3 2.3 1.0 0.8 1.9 1.3 0.8 0.7

（㎎／ｌ） Ｈ1７Ｈ1８ 0.7 0.8 1.3 1.3 1.1 1.1 1.2 1.4 1.4 1.8 1.6 1.2 2.3 1.8 1.9 1.7

Ｓ　　Ｓ Ｈ1５Ｈ1６ 3 1 2 1 3 1 4 7 3 2.5 8 6 3 2.3 3 〈1

（㎎／ｌ） Ｈ1７Ｈ1８ 0.8 1.4 4.3 1.4 7 4.2 11.3 4.0 4.8 2.7 11.5 4.5 18 3.0 5.5 4.2

大腸菌群
数（ＭＰＮ
/100ｍｌ）

Ｈ1５Ｈ1６
3.3
×
103

1.4
×
103

3.0
×
103

1.4
×
104

6.4
×
103

1.4
×
104

2.1
×
104

1.8
×
104

4.3
×
104

3.5
×
104

4.6
×
103

3.5
×
103

1.3
×
104

2.4
×
104

5.3
×
103

5.6
×
103

Ｈ1７Ｈ1８
2.8
×
103

4.6
×
102

5.7
×
103

2.9
×
103

6.4
×
103

3.1
×
103

4.8
×
103

1.3
×
104

3.3
×
104

1.2
×
104

3.1
×
104

3.1
×
104

1.8
×
103

8.0
×
102

1.89
×
104

2.4
×
103
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（２）　海　　域

（年平均値、ただしＣＯＤは７５％値）

水 域 名 相　　　　　　生　　　　　　湾

地点名 （ 旧 ）
皆 勤 橋
北 西

（ 旧 ）
皆 勤 橋
南 東

青木鉄工
鼻

相生市
衛生セン
ター前

蔓島北 環境基準
項　　目 年　度

生
　
活
　
環
　
境
　
項
　
目

Ｐ　　Ｈ
Ｈ１５ Ｈ１６ 8.1 8.2 8.1 8.2 8.1 8.2 8.1 8.2 8.1 8.2

７．８～８．３
Ｈ１７ Ｈ１８ 8.0 8.1 8.0 8.1 8.1 8.1 8.2 8.2 8.2 8.2

Ｄ　　Ｏ
（㎎/ｌ）

Ｈ１５ Ｈ１６ 7.6 8.6 7.6 8.5 7.4 8.5 7.6 8.8 7.8 8.9
７．５以上

Ｈ１７ Ｈ１８ 8.0 8.5 8.4 8.7 8.1 8.5 9.0 9.2 8.7 9.1

ＣＯＤ
（㎎/ｌ）

Ｈ１５ Ｈ１６ 3.2 3.4 4.1 3.5 3.1 3.1 3.5 2.8 3.4 2.7
２以下

Ｈ１７ Ｈ１８ 2.5 2.9 2.6 2.8 2.3 2.8 2.2 2.9 2.0 2.3

油分等
（㎎/ｌ）

Ｈ１５ Ｈ１６ 〈0.5 〈0.5 〈0.5 〈0.5 〈0.5 〈0.5 〈0.5 〈0.5 〈0.5 〈0.5
０．５未満

Ｈ１７ Ｈ１８ 〈0.5 〈0.5 〈0.5 〈0.5 〈0.5 〈0.5 〈0.5 〈0.5 〈0.5 〈0.5

大腸菌群数
（ＭＰＮ
/100ｍｌ）

Ｈ１５ Ｈ１６
4.2
×
10

1.4
×
102

6.3
×
10

5.1
×
10

3.4
×
10

3.7
×
10

2.2
×
10

1.0
×
10

2.4
×
10

0.7
×
10 １，０００以下

Ｈ１７ Ｈ１８
5.0
×
10

4.2
×
10

1.2
×
102

3.2
×
10

1.9
×
10

1.8
×
10

1.9
×
10

1.2
×
10

1.3
×
10

6.3
×
10

一般 透明度
（ｍ）

Ｈ１５ Ｈ１６ 2.1 1.9 2.0 2.2 2.4 3.8 2.8 2.9 3.2 2.7

項目 Ｈ１７ Ｈ１８ 2.3 2.1 2.4 2.0 2.5 2.2 2.9 2.4 2.6 2.2

注）　ＰＨ：水素イオン濃度　　　ＤＯ：溶存酸素量　　　ＢＯＤ：生物化学的酸素要求量　　　

　　　ＣＯＤ：化学的酸素要求量　　　ＳＳ：浮遊物質量

市、環境課調



〈保健・衛生及び環境〉－８３－

１５　道路交通騒音

（単位：デシベル）

年　度

測 定 場 所青 葉 台池 之 内ひかりが丘
若 狭 野 町
福 井千 尋 町旭一丁目向 陽 台

道 路 種 別山陽自動車道国 道 2 号国 道 2 号国 道 2 号国道250号県 道市 道

( 車 線 数 ） （ ４ ） （ ４ ） （ ４ ） （ ２ ） （ ２ ） （ ２ ） （ ２ ）

平成１５
昼間（６時～22時） ５１ ６９ ･･･ ７８ ７１ ６７ ６８

夜間（22時～翌6時 ４７） ６９ ･･･ ８０ ６７ ６１ ６３

平成１６
昼間（６時～22時） ５０ ６０ ･･･ ７９ ７１ ６７ ６７

夜間（22時～翌6時） ４８ ５８ ･･･ ８１ ６７ ６２ ６２

平成１７
昼間（６時～22時） ４９ ６０ ･･･ ７８ ７１ ６７ ６５

夜間（22時～翌6時） ４６ ５７ ･･･ ７９ ６５ ６１ ６０

平成１８
昼間（６時～22時） ４９ ･･･ ６１ ７５ ７０ ６６ ６６

夜間（22時～翌6時） ４６ ･･･ ５７ ７５ ６６ ６３ ５９

環境基準
昼間（６時～22時） ６０ ７０ ７０ ７０ ７０ ７０ ６５

夜間（22時～翌6時） ５５ ６５ ６５ ６５ ６５ ６５ ６０

注）平成１８年度より、池之内からひかりが丘へ測定場所変更。
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１６　都市公園数及び面積（平成１９年４月１日現在）

単位：面積、ｈａ）

区　分 総　　数
住　区　基　幹　公　園 都市基幹 特　殊　公　園 都市

緑道
街区公園 近隣公園 地区公園 公 園風致公園 墓　園 緑地

箇所数 ３６ ３１ ２ ２ － － １ － －

面　積 ２９．８５ ４．８９ ３．２０ １０．９０ － － １０．８６ － －

資料：都市公園等整備現況調査による。

注）公園面積とは開設面積をいい、墓園面積とは、墓域面積を除いた数である。

　　　　市、建設課調




